
金沢 1 金沢区内における文化活動施設の整備検討
　令和元年度に整理する金沢区内で整備すべき文化施設
機能について、金沢八景駅前２街区市有地の活用検討を
踏まえた検討

文化観光局 －

金沢 2
横浜逗子線の整備促進
（事業中区間（釜利谷六浦地区）の早期整備及
び、六浦駅西口周辺地区の道路状況の改善）

１　横浜逗子線の事業認可区間の整備

２　横浜逗子線の事業認可区間拡充に向けた調査検討
道路局 ○

金沢 3 泥亀釜利谷線の整備促進
　平成30年度に事業認可を取得した泥亀釜利谷線の整備
の推進

道路局 ○

金沢 4 （仮称）小柴貯油施設跡地公園の早期整備
　（仮称）小柴貯油施設跡地公園を一部開園するための
整備工事の完了

環境創造局 ○

金沢 5
金沢シーサイドタウンにおける住宅地の総合再
生支援

１　横浜市立大学及び地元関係機関で構成されたエリア
マネジメント協議会打合せへの建築局の参加

２　団地総合再生支援支援事業における支援メニューの
活用・展開

建築局 ○

金沢 6 放置自転車対策事業

１　自転車等啓発活動員を禁止区域に配置して、駐輪場
への利用促進等啓発の実施

２　放置自転車を減らすために移動作業を年間を通して
５駅で実施

道路局 ○

金沢 7
横浜市南部方面における動物救援センターの
整備

　大規模災害発生時に、横浜市災害時動物救援本部の判
断により設置される動物救援センターの南部方面におけ
る候補地の整備

健康福祉局 ○

総務局

医療局

金沢 8 震災時における負傷者等の搬送手段の確保

提案区 項　目 所管局
番
号

対応
※一部対応

含む

令和２年度予算編成に向けた「区提案反映制度」項目・対応状況一覧

提 案 内 容 の 概 要

○
　災害時における重傷者等の医療機関への搬送手段の確
保についての検討



（様式２－２）

担当者名 坂井 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 松嵜、南雲 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

金沢八景駅前２街区市有地の活用検討を踏まえ、区の特性に合わせた必要な機能を有する文
化活動施設整備について、引き続き調整を続けていく。

◇対応する場合の課題

金沢区における区民文化センターのあり方について、引き続き検討を行う必要がある。

対応する場合
◇対応の内容

文化観光局 文化振興課

671-3861

対応の有無 対応しない その他

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 文化施設整備事業

所管局課・担当者 文化観光局文化振興課　松嵜係長、南雲

◇課題解決のための方策

今年度整理する区内で整備すべき文化施設機能について、金沢八景駅前２街区市有地の活用
検討を踏まえながら、関係区局が連携し、整備に向けて検討します。

提案内容
・

概算額等
文化観光局　調査検討費　3,000千円

提案種別 項　 　目

1 金沢区内における文化活動施設の整備検討

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・金沢区には区民文化センターが整備されておらず、地域からは活動場所が不足していると
の意見があります。
・金沢八景駅東口土地区画整理事業は、平成30年度で基盤整備を完了しましたが、区域内の
２街区市有地については、現在工事ヤード等として活用されていますが、今後の活用方法を
検討する必要があります。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
■８　その他（区内の文化活動団体へのヒアリング）

◇区民からの具体的な要望

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

文化観光局

区内の文化活動団体からは、金沢区に不足する文化施設の機能整備等について継続的に要望
があります。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・平成30年3月に改定した「横浜市都市計画マスタープラン金沢区プラン『金沢区まちづく
り方針』」では、金沢区心部（金沢文庫駅から金沢八景駅にかけてのエリア）について「商
業、業務、文化、行政等の都市機能が集積するゾーン」としてまちづくりを目指すとしてい
ます。
・令和元年度は、金沢区内の文化活動の現状及び文化施設機能のニーズ等の調査を行ってお
り、多ジャンルの文化活動団体から活動場所が不足しているとの意見が出ています。



（様式２－２）

担当者名 今野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 青木、中島（建設課）
周治、原（企画課） TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

道路局

・現在、事業中の区間（釜利谷六浦地区）については早期整備を図って欲しい。
・現在、環状4号線（原宿～六浦線）の西六浦交差点から京浜急行六浦駅に至る道路は歩車
道のガードレールもなく、歩行者の通行が大変危険であるため、駅周辺の道路整備を進めて
欲しい。
・侍従橋から南側の区間についても早期に事業化して欲しい。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

地域からの要望を受け、関係課に働きかける等調整を行ってきました。
【都市計画マスタープラン・金沢区プラン】
《南北方向の幹線道路として、横浜逗子線の整備を進めます。》

◇課題解決のための方策

工事可能箇所の部分供用を行うなど、事業中区間について着実な事業推進。
あわせて、未着手区間の早期事業化、及び六浦駅西口前の改良工事による駅前の安全性の確
保。
1　環状4号線、国道16号の渋滞緩和効果があります。
2　横浜逗子線の整備により、歩道確保、歩車分離が図られ、安全確保につながります。

提案内容
・

概算額等

1　横浜逗子線の事業認可区間の整備費
2　横浜逗子線の事業認可区間拡充に向けた調査検討費

提案種別 項 目

2
横浜逗子線の整備促進（事業中区間（釜利谷六浦地区）の早期整備及び、六浦駅西口周辺地
区の道路状況の改善）

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・都市計画道路横浜逗子線は、北側区間の六浦四丁目（侍従橋付近）までについては事業に
着手していますが、財政状況の影響で事業進捗が図られていません。また、それ以南の地区
については、事業化の見通しが立っていません。
・六浦駅西口前の道路は狭く、タクシー乗り場やバス停、歩道も無い状況です。
・横浜逗子線は、金沢区内陸部の幹線道路として重要な役割を果たし、環状4号線及び国道
16号の渋滞緩和のためにも早期整備が望まれています。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

対応する場合

671-2739（建）
671-2777（企）

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 都市計画道路等の整備

所管局課・担当者
　道路局企画課　周治係長、原
　道路局建設課　青木係長、中島

◇対応の内容

現在事業中の区間については、国費の確保に向けて引き続き取り組むとともに、限られた事業費の中
で、整備効果の早期発現を目指し、暫定整備の方法について検討します。(建設課）
【課題】
平成28年３月に公表した「都市計画道路の優先整備路線」において、横浜逗子線は優先的に事業着手
する路線としています。現在、事業中の路線を集中的に進めている状況です。他の事業中路線の進捗
状況等を見ながら、効率的、効果的な整備を検討し、順次事業化を図っていきます。（企画課）

道路局 建設課、企画課

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 今野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 佐々木、伊藤 TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

道路局

・スクールゾーン対策協議会や文庫小ＰＴＡでも要望が出され、特に道路課題が大きい。
・称名寺赤門前は、擦れ違い困難な狭小道路であり、トラブルが多い。信号機が設置できな
いか警察にも要望したができなかった。具体的な対策が必要。
・都市計画道路予定地に住宅が建設されており、事業を実施する時期を明確にして欲しい。
・泥亀釜利谷線だけでなく、称名寺赤門前の狭あい道路も含めて、周辺地域全体の交通計画
を考えて欲しい。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・地域からの要望を受け、地域と関係機関による交通対策連絡会を実施した（平成24年
度）。
・「都市計画マスタープラン・金沢区プラン」で地区幹線道路については、「東西方向の整
備によって、幹線道路を結ぶネットワークを確立するとともに、京浜急行各駅へのアクセス
を向上させます」としている。
・本地区で平成22年度に防災まちづくり計画を作成し、地元、区、都整局が連携し、取組み
を推進。本路線は平成26年度に地震火災対策方針において、重点路線に位置付けられた。

提案種別 項 目

3 泥亀釜利谷線の整備促進

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・称名寺～柴町間の道路幅員が狭く、歩行が危険。なお、金沢文庫は区内でも有数の観光拠
点でもあり、観光交通等も考慮した交通対策が必要。
・狭あい道路が多く、街路構成が複雑な密集市街地であり、緊急避難等の課題が大きい。ま
た、当該地区は地震被害想定による対策地域に指定され、延焼被害への影響が懸念されてい
る。
・東西方向の明確な幹線ルートがなく、密集市街地内の狭あい道路が内陸部（釜利谷）側か
ら臨海部への通勤動線の抜け道として利用されており、交通集中による渋滞だけでなく、交
通安全性への影響も懸念されている。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 都市計画道路等の整備、災害に強いまちづくり（地震火災対策）

所管局課・担当者 道路局建設課　佐々木係長、伊藤係長

◇課題解決のための方策

着実な事業実施に向け、周辺地域の交通対策を含む早期の交通計画の立案と道路整備。
1　金沢文庫・称名寺等、観光拠点周辺の交通問題の解決が図られます。
2　発災時における延焼被害対策効果（延焼遮断効果）や緊急避難道路の確保が期待できま
す。
3　東西方向の幹線ルートを確立し、称名寺～柴町間や住宅地内の通過交通減少が期待できま
す。

提案内容
・

概算額等
1　泥亀釜利谷線の事業費　　（総事業費は39.8億円）

道路局 建設課

671-2313

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応する場合

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

◇対応の内容

令和４年度に延焼遮断帯の効果が得られるよう、設計及び用地取得を進めます。



（様式２－２）

担当者名 瀬田、結城 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 荒畑 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

環境創造局 公園緑地整備課

対応する場合

671-4612

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 公園整備事業

所管局課・担当者 環境創造局公園緑地整備課　荒畑係長

◇対応の内容

地元や対策協議会等へ説明を行いながら、区役所との調整を密にして、施設整備及び基盤整
備工事等を実施していきます。令和２年度末の第１期エリアの一部公開に向けて事業を推進
していきます。

◇課題解決のための方策

・対策協議会等の地元への計画的な説明
・地元の意見･要望等を踏まえた公園整備計画
・公園整備を早期具体化するための計画の推進

提案内容
・

概算額等

　公園整備事業の全体スケジュールが遅延なく進み、一部を公開するための整備工事を令和
２年度中に完了させるよう、必要な予算措置をお願いします。

提案種別 項 目

4 （仮称）小柴貯油施設跡地公園の早期整備

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　平成17年12月に、陸地部分全域及び制限水域の一部が米国から日本に返還され、25年２月
に国有財産の無償貸付方針が決定しました。
　26年７月に基本計画が策定され、27年度に基本設計、環境影響評価手続き、測量、調査、
現地見学会等が行われました。29年度には環境影響評価及び都市計画手続きを終え、公園整
備に着手し、令和元年度は公園の一部公開に向けた基盤整備工事等を実施しています。
  所在地：金沢区柴町、長浜、長浜二丁目、並木三丁目
　土地面積：約55.8ha
　事業予定：平成26年～令和14年度※令和２年度末に第１期エリアの一部公開を予定。

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7726

環境創造局

・早期の公園整備
・自然環境・緑の保全 等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

米軍施設及び跡地活用に関する適切な情報提供、地域ニーズのとりまとめ



（様式２－２）

担当者名 瀬田・草柳 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 佐藤 TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7726

建築局

エリアマネジメント協議会の今後の課題として、
・自立化に向けた費用面も含めた自立事業化について、課題は明らかになったものの、その
解決の方策を見出す必要がある。
・協議会参加団体との連携が十分とは言えず、各団体のリソースを引き出し活かしつつ、課
題に取り組む必要がある。
といったものがあげられています。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　公立大学法人横浜市立大学の教員地域貢献活動支援事業（エリアマネジメント活動支援
型）の課題協力者として横浜市立大学に負担金を拠出するとともに、定期的に開催されてい
るエリアマネジメント協議会の定例会に参加し、検討状況の把握に努めています。
※金沢区運営方針：１　金沢の未来を創る！～住みたい、住み続けたいまちの実現～

少子高齢化や環境などの地域の課題解決を目指して、地域、企業、大学などと連携協力
し、ICT（情報通信技術）も活用しながら、地域活性化策を推進します。
※金沢臨海部産業活性化プラン（平成29年３月策定）に基づく職住近接の取組（お試し居住
など）

◇課題解決のための方策

　建築局の事業として実施している「団地総合再生支援事業」の支援メニューを活用し、既
存のエリアマネジメント協議会の活動基盤を強化するとともに、建築局が協議会にオブザー
バーとして参加することにより、横浜市、UR都市機構及び横浜市住宅供給公社の３者の連携
が強固なものとなり、地域活性化に資する取組がより推進されるものと考えられます。

提案内容
・

概算額等

【提案内容】
　既存のエリアマネジメント協議会に建築局がオブザーバーとして参加するとともに、団地総合再生
支援事業の支援メニューを活用し、協議会の自立化や地域の活性化に向けた取組が進むよう区との連
携のもと建築局としても支援していきます。
【概算額】
　調整中

提案種別 項 目

5 金沢シーサイドタウンにおける住宅地の総合再生支援

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

１　金沢シーサイドタウンは、横浜市の６大事業の一つである金沢地先の埋め立て地約
660haのうち約67haに、神奈川県、横浜市、UR都市機構等によって昭和50年代の前半に整備
された約10,000戸の大規模ニュータウンです。
２　建設後40年近く経過し、建物の老朽化が進むとともに居住者の高齢化や人口減少が進
み、地域コミュニティの衰退が懸念されています。
３　現在、これらの課題の解消に向けて横浜市立大学及び横浜市住宅供給公社を中心とした
エリアマネジメント協議会が発足し、地域の活性化に向けた取組が行われています。
４　このエリアマネジメント協議会は並木ラボを拠点として活動し、資金面も含めた自立自
走の活動を目指しているところですが、その目処が立っていない状況です。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（金沢シーサイドエリアマネジメント協議会における検討 ）

◇区民からの具体的な要望

対応する場合

671-4562

対応の有無 対応する 予算対応する

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 団地総合再生支援事業

所管局課・担当者 建築局住宅再生課　佐藤係長

◇対応の内容

令和２年度の取組については、「団地総合再生支援事業」の中で、補助金（1,500千円）を局が負担し
ます。

建築局 住宅再生課

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 横倉 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 寺田 TEL

令和2年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 地域振興課

788-7808

道路局

・金沢区内京急5駅周辺の放置自転車等の撤去回数を増加させ、根絶を目指して欲しい。
・新たな駐輪場を整備して欲しい。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　局予算と区づくり予算で、
１　放置禁止地区内に休日を含め自転車等啓発活動員を配置し、禁止札の貼付や放置防止の呼びかけ
等の啓発を行い放置自転車等の防止、削減に努めています。
２　各駅自転車等放置防止推進協議会と連携し禁止区域内のパトロールにて禁止札の貼付等（各駅年
３回）を行っています。

提案種別 項 目

6 放置自転車対策事業

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　金沢区においては、自転車等放置防止推進協議会と連携し、問題解決に取り組んでいますが、今年
度からは、予算削減により区独自の移動撤去が行えていないことから、移動撤去等の時間差について
の苦情等が多くあります。また、協議会メンバーからは、啓発活動を活発にしても、撤去が速やかに
行われないのならば、我々の活動自体が無駄なのではないかとの声も少なくありません。そのため、
平成30年度まで予算化されていた嘱託員の配置と区独自の移動撤去の復活により、きめ細やかに対応
することが望まれています。

◇地域ニーズ等の収集手段
■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（京急５駅放置自転車等放置自転車等推進協議会

◇区民からの具体的な要望

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 放置自転車対策事業

所管局課・担当者 道路局交通安全・自転車政策課　寺田

◇課題解決のための方策

　放置自転車等の削減に向けて嘱託員を配置し、
１　放置自転車を減らすために区独自の移動作業を年間を通して５駅で実施します。
２　啓発活動員を禁止区域に配置して、駐輪場への利用促進や禁止札の貼付を行います。
３　協議会で各駅の状況を共有し削減に向けた議論を行います。
４　所管局課に新たな駐輪場の整備を要望します。

提案内容
・

概算額等
道路局：報酬3,100千円、社会保険料410千円、委託料 円、印刷製本費1,200千円

対応する場合

◇対応の内容

委託料（       千円）、印刷製本費（480千円）を予算へ計上し、配付予定です。なお、嘱託員の報
酬及び社会保険料については、区配では対応できません。また、放置自転車等の移動については、区
の監視員の活動報告資料を受け取り、局で発注している委託で対応しています。

道路局 交通安全・自転車政策課

671-3644

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 島﨑 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料 ○

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 髙畠 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

健康福祉局 動物愛護センター

対応する場合

471-2111

対応の有無 対応する その他

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 動物の愛護及び保護管理事業

所管局課・担当者 健康福祉局動物愛護センター　高畠担当係長

◇対応の内容

金沢動物園の敷地利用について、現時点では困難な状況です。運営方法の検討とあわせ、南
部方面での動物救援センター候補地については、検討を進めてまいります。

◇課題解決のための方策

・南部方面を広域にカバーできる場所を候補地とすべき
・津波などの二次災害のリスクの少ない場所であること
・交通の便の良い場所であること

提案内容
・

概算額等

・金沢動物園を候補地として提案する。
・駐車場や敷地が広く、動物救援センターとして設定することが可能と考える
・ハザードマップにおいても津波の心配がなく、かつ、高速インターチェンジが近く、交通
の便が良いため

提案種別 項 目

7 横浜市南部方面における動物救援センターの整備

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　大規模災害発生時には飼い主とはぐれて放浪しているペットや様々な理由により飼い主と
地域防災拠点への同行避難が困難なペットが急増し、これらのペットを保護、飼育する場所
が必要となります。そのため、横浜市災害時動物救援本部の判断により設置される動物救援
センターは市内５か所に候補地が整備されていますが、いずれも北部方面に所在します。南
部方面に整備することで、大規模災害発生時に必要な環境を整える必要があります。

※横浜市内動物救援センターの配置：添付資料のとおり

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ 　）

◇区民からの具体的な要望

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 生活衛生課

788-7873

健康福祉局
西区、南区、港南区、保土ケ谷区、旭
区、磯子区、栄区、瀬谷区

　早期の整備

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　地域防災拠点におけるペット同行避難者の受け入れ啓発



（様式２－２）

担当者名
福祉保健課 柴田
総務課 山本、田代

TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

◆局回答内容

担当者名 小島 TEL

担当者名 佐藤 TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区
福祉保健課

総務課

788-7824

総務局・医療局 西区、旭区、港南区、戸塚区、栄区

提案種別 項 目

8 震災時における負傷者等の搬送手段の確保

所管局課・担当者
総務局防災企画課　小島係長
医療局医療政策課　佐藤係長

対応する場合
◇対応の内容

関連局等と課題を共有し、災害時医療の所管局を中心に本案件について今後議論の場を設ける場合、防
災計画の所管として積極的に参加し、防災計画の修正を要する場合は、反映します。

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　金沢区では、年１回医療救護隊活動訓練を行っています（直近はH31.1）。
　訓練の結果、震災時の負傷者等の搬送手段については、考え得る全ての手段を講じて行うこととされ
ていますが、震災時に火災が発生した場合には、発災直後は消防署が消火活動優先の原則などにより火
災対応を優先することが想定されるため、救急車で患者搬送が行われない可能性が大きく、その場合に
具体的な搬送手段が確保されていないため、重傷者等を搬送できないことが課題であると、区として認
識しました。
　こうした課題等について、区内の医療関係団体等と行政の情報交換の場である「金沢区
災害医療連絡会議」（H31.3）にて認識を共有するとともに、対応課題として検討を深める
必要が生じています。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（医療救護隊活動訓練、金沢区災害医療連絡会議など ）

◇区民からの具体的な要望

　発災直後から超急性期において、負傷者等が継続発生し、医療ニーズが高まることが想定されるとと
もに、救助された外傷系負傷者の医療機関への搬送が本格化することが想定されます。
　救急車などの活動が開始するまでの間と、救急車等の搬送手段が不足する期間における、重症者等の
医療機関への搬送手段の確保について検討しておく必要があります。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

局事業名 震災等医療事業ほか

　年に１回医療救護隊活動訓練を行うとともに、訓練で課題となった内容について、区内の医療関係団
体等と行政の情報交換の場である「金沢区災害医療連絡会議」において認識を共有している。
※金沢区運営方針：防災力・災害対応力、アップ！

◇課題解決のための方策

　搬送手段の確保について、公助に加え民間の力の活用の両面から対策を講ずることが必要です。

提案内容
・

概算額等

　搬送手段の確保は金沢区特有の課題ではなく、全市的な課題であり、公助に加え民間の力の活用の両
面から対策を講ずることが必要です。このため、下記に記載している例示等をはじめとした重症者等の
搬送手段について、所管局及び関連局で検討の場を設ける必要があります。
＜搬送手段の例示＞
・金沢区災害医療連絡会議での議論も踏まえ、区として検討した一例として、民間救急車、民間介護

タクシー、福祉施設所有車両、ケアプラザの送迎車等の活用が考えられます。
・市と事業者での災害時の協力協定の締結や、指定管理の場合には協定内容に条項を設けることが考

えられます。

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

医療局 医療政策課

671-3932

対応の有無 対応する その他

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

総務局 防災企画課
671-4096

対応の有無 対応する 既存の制度で対応する

◇対応の内容

搬送に要する資源や災害救助法権限移譲に伴う協定の整理（県と協議中）などを踏まえつつ、議論の場
を設定して関係区局と一緒に検討していきます。

対応する場合

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題
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